
 

 

 

 

 

 

 

 

あおぞらいちば 

≪仕事と演劇≫ 

私は時々、「言葉」に引っかかることがあります。 

言葉とは単語で「適正と適切」、「規則と規律」、「合理と効率」など、其々の似た言葉の意味を知りた

くなり、今自分がおかれている状況と重ね合わせながら、数日間その言葉の意味について考え続ける

ことがあります。 

 そんな私が今、気になっている言葉がテーマの「仕事」と「演劇」です。似た単語ではないのですが、

その関係性において非常に近いものではないかと感じています。 

 私たちの生活は 24時間 365日という時間の中で成り立っており、その中には仕事、休日や趣味、

家庭など、場面場面の時間があり 1日が過ぎていきます。ここで、「演劇」を「演ずること」と考えて

みると、「仕事」とはまさに演劇に当てはまるのではないか、と考えだしました。 

仕事というステージにおいては、それぞれに与えられた役割があり、それはフルタイムやパートタ

イム、管理職や一般職、課長・部長、店長と様々な役があります。その役目を担っているのは私たち一

人ひとりです。 

演劇には、演じるキャスティングがあり、それぞれが自分の役を演じます。役を楽しみながら表現

し、一人として「この映画に」不要な役はありません。完成した作品を見た観客は笑い、楽しみ、時に

は感動し涙を流します。演じた人は「次はこう表現しよう」「次はこの役にも挑戦したい」と新たな夢

を抱きます。 

仕事に置き換えて考えると、映画の様なエンディングはありませんが、利用する人が笑い、楽しみ、

感動してくれるように、与えられた役を全力で演じ切ることが、私たち仕事する者に与えられている

ことではないかと思います。 

休日や趣味、家庭においては、この表現は適切ではなく、休日にごろごろし一日が過ぎてしまった

り、趣味に没頭しすぎてしまいお金や時間を浪費したり、飲みすぎたり、家族と喧嘩したり、そんな不

完全な部分をさらけ出せる場所が、休日や趣味・家庭や家族であり、人はつくづく完全、完璧ではない

のです。 

だからこそ、24時間 365日の生活の中で、ほんの一部の仕事の時間だけでも「与えられた役を演

じる」ことには、大きな意味があるのではないでしょうか。たとえ失敗したとしてもそれは「その役」

を演じた結果の失敗であり、その経験を次の表現に繋げることで、新たな役作りへの伏線になり、円熟

味が増してきます。 

私たちの仕事には終わりはありませんが、「与えられた役を一生懸命演じてみる」ことは、恐れのな

い素敵なことであり、必ず誰かの喜びや感動に繋がる生き方なのではないでしょうか。 

理事長 坂本光雄 
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8・9月の予定 職員のお知らせ 

 

【アルミ缶情報！！】 

令和８年度の回収量は       売上金額は 

８４１㎏です。    ２９８，０２０円です。 

皆さまご協力ありがとうございます。 

＊新規回収先：７月より新狭山第一ホテル様に 

ご協力いただけることになりました。 

8/4(火)Ｂ棟健康診断 

8/8(土)～8/17(月)夏休み 

9月より順次～前期モニタリング 

 

今回のお知らせはありません‼ 

R８，7，23 

フルート演奏鑑賞会 

埼玉県、アーティストボランティア制度を利用し、 

フルート奏者の方々を招いてコンサートを開催しま

した。有名なクラシック曲やジブリソング、季節の歌

の美しい音色に静かに耳を傾けていました。 


